一、荘園のはじまり
１　郷土研究に関する鍵

　　　　　　　　　　　律令にもとずく社会体制がだんだん崩れて、平安時代から荘園経済による社会体制になり、これを基盤として栄えたのが藤原氏、これにつぐ平氏・源氏の時代となり、その後源氏の幕府勢力をバックとして根強く全国に武家政治組織網を張ったのが北条執権政治の時代で、その以前、藤原氏につづいて平氏と源氏３代の間から北条氏にいたり、ほとんど全国各地の荘園に一族郎党を守護・地頭として配置したというところまできた。したがって、因伯両国もその影響をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こうむ),蒙)っていたことはもちろんで、この武家支配下における記録・古文書が多くのこっていなければならないEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はず),筈)であるが、それが、この地方にはまことに貧弱であって、郷土研究に甚だしい支障をきたしてい
荘園時代史料　　　　る。そこで、県内あちこちに散在する寺社の縁起、金石文、古地図、旧家の系図、古い諸書に散見する１章１句を拾い集めて、綜合推定し判断する以外に方法がない。そこで、いま郷土史の門戸を開くのに少しなりとも手がかりになると思える史料を列挙して見ると、まず
記録、著書類　　　　１、記録・著書類
1、 日本書紀―３代実録までの６国史

2、 神名帳・大同EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(るいじゅう),類聚)方

3、 伯耆氏系図・宇多川氏系図・原田氏系図

4、 大山寺史料・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みとく),美徳)山縁起・鳥取県神社誌

5、 鳥取県郷土史・伯耆民談記・伯耆志・裏日本（久米邦武）・大化改新の研究（坂本太郎）・　　　

和与の研究（平山行三）・日本荘園史概説（安田元久）・荘園志料（清水正健）・平安遺文

（竹内理三）・倉吉町誌・倉吉市誌・宇野村誌
地図類　　　　　　　２、地図類

1、 東郷庄絵図（京都松尾神社蔵、下地中分図＝国宝＝）

金石文・造像銘・　　３、金石文・造像銘・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゃきょう),写経)
写経　　　　　　　　　１、桜大日寺梵鐘銘（今は鰐淵寺に）・北条八幡神社古鐘銘（現物は破損）

2、 大山寺・大日寺造像銘・大日寺五輪塔銘

3、 写経＝（大日寺出土経瓦・一ノ宮倭文神社出土経筒銘（国宝）・三朝町山田出土荘厳寺写経銘）

基幹史料　　　　　　　などが浮かんでくるが、このうち大部分は間接的な傍証史料のみで、羽合町に直接関連をもつ史料としては、日本書紀天武天皇紀１２年同１３年の条、これと関連のある伯耆氏系図。並に宇多川系図・原田系図・大化改新の研究・東郷庄絵図・一ノ宮EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(し),倭)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(どり),文)神社経筒銘などであろう。なかでも、「東郷庄絵図と一ノ宮経筒」はともに現在国宝であり、この道の専門書にもしばしば引用されるくらい学界の注意を引いている重要史料で、条里制研究に必須の史料となった羽合町土地改良計画にも使われており、条里図につぐ平安時代から鎌倉時代における地方歴史のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なぞ),謎)を解く唯一の史料であると確言する。よってこの２つの資料を基幹とし、書紀・諸氏系図を肉づけとして、古墳時代以後平安朝～鎌倉時代における郷土羽合町の歴史に探りを入れて見よう。

